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直
接
行
動
論
の
擾
頭

1
幸
徳
秋
水
の
理
論
を
め
ぐ
つ
て
ー

中

村

勝

範

　
わ
が
國
杜
會
主
義
思
想
・
運
動
の
歴
史
上
に
、
初
め
て
直
接
行
動
論
（
臼
お
9
四
＆
曾
）
が
移
入
さ
れ
た
時
期
は
き
わ
め
て
は
つ
き
り
し
て
い

る
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
六
月
、
幸
徳
秋
水
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
朝
し
、
そ
の
月
の
二
八
日
、
日
本
肚
會
窯
主
催
の
節
朝
敷
迎
演
読
會
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駐
1
）

「
世
界
革
命
運
動
の
潮
流
」
と
い
う
演
読
を
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
演
読
で
幸
徳
は
、
敵
米
に
お
け
る
肚
禽
主
義
運
動
の
新
潮
流
と
し
て
「
所
謂
立
憲
的
・
李
和
的
・
合
法
的
運
動
、
投
票
の
多
数
、
議
席
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

多
激
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
今
の
王
侯
、
紳
士
閥
が
願
使
す
る
金
力
、
兵
力
、
警
察
力
の
前
に
は
何
等
の
便
値
を
有
」
し
な
い
と
す
る
思
潮
が
つ

よ
ま
つ
て
い
る
と
し
た
。
そ
こ
で
こ
う
い
う
議
禽
主
義
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
「
唯
だ
螢
働
者
全
鰹
が
手
を
供
し
て
何
事
を
も
爲
さ
ざ
る
こ
と
、

籔
日
若
く
ば
藪
週
、
若
く
ば
激
月
な
れ
ば
即
ち
足
れ
り
、
而
し
て
肚
禽
一
切
の
生
産
交
通
機
關
の
蓮
韓
を
停
止
せ
ば
帥
ち
足
れ
り
、
換
言
す
れ
ば

　
　
ゼ
も
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

所
謂
総
同
盟
罷
工
を
行
ふ
に
在
る
の
み
」
と
し
、
勢
働
者
の
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
す
な
わ
ち
勢
働
者
の
直
接
行
動
を
革
命
方
式
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
の
が
こ
の
演
読
で
あ
つ
た
。
勢
働
者
の
實
力
行
動
を
行
使
す
る
直
接
行
動
は
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
と
な
え
る
軍

　
　
　
直
接
行
動
論
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
八
〇
九
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
擁
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
八
一
〇
）

純
素
朴
な
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
論
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
當
時
の
杜
禽
主
義
者
の
多
く
に
強
い
感
銘
を
あ
た
え
ず
に
は
い
な
か
つ
た
。

　
か
え
り
み
る
と
明
治
三
四
年
の
「
杜
禽
民
主
窯
」
以
來
、
わ
が
國
の
肚
會
主
義
者
は
だ
れ
一
人
と
し
て
議
會
を
通
じ
て
肚
會
主
義
を
實
現
す
る

と
い
う
議
會
主
義
の
革
命
方
式
を
う
た
が
わ
な
か
つ
た
。
普
通
選
學
樺
獲
得
運
動
は
肚
禽
主
義
者
の
中
心
課
題
で
さ
え
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
明

治
三
八
年
二
月
二
〇
日
に
創
刊
し
た
唯
物
論
派
杜
會
主
義
者
の
機
關
紙
に
も
は
つ
き
り
「
普
通
選
學
は
政
界
革
新
唯
一
の
力
な
り
。
肚
禽
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

を
し
て
日
本
の
肚
禽
に
其
の
實
際
の
立
場
を
得
せ
し
む
る
唯
一
の
段
階
な
り
」
と
謳
つ
て
い
た
こ
と
で
も
知
れ
よ
う
。
い
わ
ん
や
穏
健
な
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

ト
教
的
杜
禽
主
義
者
が
「
目
前
の
二
大
急
務
」
と
し
て
「
萬
國
平
和
禽
議
の
提
唱
」
と
と
も
に
「
普
通
選
墾
制
度
の
實
施
」
を
要
求
し
て
い
る
の

は
當
然
で
あ
る
。
幸
徳
が
蹄
朝
す
る
四
ヵ
月
前
に
も
日
本
肚
會
窯
主
催
の
「
普
通
選
奉
全
國
同
志
大
禽
」
が
三
百
蝕
名
の
代
表
に
よ
つ
て
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

れ
、
衆
議
院
に
も
陳
情
し
、
年
中
無
休
で
普
選
實
施
の
請
願
調
印
を
と
る
こ
と
さ
え
決
議
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
へ
突
然
幸
徳
が
師
朝
し
、
直

接
行
動
論
を
主
張
し
た
の
で
「
果
然
杜
禽
蕪
と
し
て
は
、
そ
れ
こ
そ
寝
耳
に
水
と
も
稻
す
べ
き
全
然
豫
期
せ
ぬ
一
大
波
浪
に
見
舞
は
れ
た
形
で
あ

（
註
7
）

つ
た
」
と
い
う
の
も
當
然
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
議
會
を
通
じ
て
肚
禽
主
義
を
實
現
す
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
と
ら
れ
て
き
た
運
動
方
式
が
、
い
か
に
し
て
直
接
行
動
論
に
押

え
ら
れ
、
や
が
て
直
接
行
動
主
義
が
支
配
的
に
な
つ
て
い
く
か
を
み
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
註
1
）
　
赤
松
克
麿
『
日
本
肚
會
蓮
動
史
』
（
岩
波
新
書
、
昭
和
二
九
年
一
月
）
は
「
世
界
革
命
蓮
動
の
潮
流
」
に
っ
い
て
「
我
國
の
肚
會
運
動
に
、
有
力
な
る
一

　
潮
流
と
し
て
無
政
府
主
義
が
起
つ
て
ぎ
た
そ
の
起
鮎
が
、
こ
の
演
説
で
あ
つ
た
」
（
一
一
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
演
論
は
直
接
行
動
を
行
動
目
標
と
し

　
て
論
く
こ
と
に
お
い
て
・
て
の
起
鮎
と
も
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。

（
註
2
）
　
幸
徳
秋
水
「
世
界
革
命
蓮
動
の
潮
流
」
『
卒
民
主
義
』
（
隆
丈
館
、
明
治
四
五
年
四
月
）
所
牧
、
四
九
頁

（
詫
3
）
　
右
同
、
冗
O
頁

（
註
4
）
　
「
吾
人
の
抱
負
」
（
『
光
』
第
一
號
登
刊
の
僻
、
明
治
三
八
年
一
一
月
二
〇
日
）

（
註
5
）
　
「
目
前
の
二
大
急
務
」
（
『
新
紀
元
』
第
一
號
、
明
治
三
八
年
一
一
月
一
〇
日
）



（
註
6
）
　
肚
會
主
義
者
の
中
心
問
題
が
普
通
選
畢
樺
獲
得
に
あ
つ
た
こ
と
の
例
謹
は
容
易
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
左
の
一
例
の
み
を
墾
げ
て
お
く
。

　
「
…
…
我
國
肚
會
主
義
者
は
普
通
選
基
の
實
現
に
よ
つ
て
多
敷
議
員
を
議
會
に
邊
り
、
肚
會
主
義
を
實
現
す
べ
く
意
気
込
ん
で
ゐ
た
。
そ
し
て
普
選
を
實
施
す
る

　
た
め
の
手
段
と
し
て
、
多
数
の
調
印
を
と
つ
て
毎
年
議
會
に
提
出
し
て
ゐ
た
。
松
本
君
耶
、
立
川
雲
卒
等
の
代
議
士
が
其
の
代
表
的
後
援
者
で
あ
つ
た
。
電
車
事

　
件
の
起
る
少
し
く
前
の
二
月
十
一
日
…
…
（
に
）
開
か
れ
た
肚
會
窯
主
催
の
『
普
通
選
學
全
國
同
志
大
會
』
に
は
…
…
折
か
ら
の
降
雪
を
モ
ノ
と
も
せ
ず
集
る
も
の

　
三
百
蝕
名
…
…
。
荷
績
い
て
十
五
日
に
は
同
會
の
縫
績
大
會
と
も
稔
ふ
べ
き
も
の
を
松
本
穫
に
開
い
た
。

　
　
更
に
廿
日
に
は
、
午
後
一
時
か
ら
同
志
六
十
蝕
名
、
雪
を
踏
ん
で
日
比
谷
公
園
晋
樂
堂
附
近
に
集
り
、
列
を
組
ん
で
衆
議
院
へ
押
掛
け
：
…
．
二
千
四
百
四
名
の

　
名
を
以
て
左
の
請
願
書
を
出
し
た
。

　
　
『
某
等
鼓
に
謹
ん
で
請
願
す
、
某
等
は
日
本
國
の
人
民
に
し
て
、
成
年
に
達
し
た
る
も
の
は
総
て
衆
議
院
議
員
の
選
塁
椹
を
有
す
る
を
以
て
、
合
理
に
し
て
且

　
　
つ
急
務
な
り
と
信
ず
、
願
く
ば
之
が
實
行
の
道
を
講
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
』

　
　
そ
し
て
、
本
年
よ
り
は
地
方
と
連
絡
し
て
年
中
無
休
に
請
願
調
印
を
取
り
、
毎
年
定
時
に
同
志
日
比
谷
に
集
り
、
議
會
に
願
書
を
提
出
す
る
事
を
決
議
し
た
。

　
そ
し
て
今
後
は
豆
萬
武
萬
の
調
印
者
を
出
し
て
議
會
を
驚
か
し
て
や
ら
う
な
ど
と
語
り
合
つ
て
別
れ
た
。
斯
の
如
く
、
普
選
蓮
動
は
肚
會
黛
の
中
心
的
蓮
動
た
る

　
観
が
あ
つ
た
」
（
吉
川
守
囲
『
劃
逆
星
霜
史
』
一
二
八
ー
一
二
九
頁
、
不
二
書
房
、
昭
和
一
一
年
一
二
月
）

（
註
7
）
　
右
同
、
一
二
八
頁

　
本
論
で
探
る
間
題
黙
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
節
で
は
直
接
行
動
論
が
擾
頭
す
る
前
後
の
杜
會
主
義
陣
螢
の
歌
況
に
つ
い
て
簡
輩
に
ふ

れ
て
お
こ
う
。

わ
が
國
で
、
初
め
て
の
杜
禽
主
護
蕪
た
る
「
呆
蕃
塞
が
成
立
し
た
の
が
明
治
三
九
年
亘
西
塁
あ
つ
太
賜
譜
姻
簾
霧

堰
礎
猟
諦
醐
ボ
瀧
勧
浦
蟷
蝸
に
）
。
日
本
肚
禽
黙
は
裳
則
第
一
條
に
「
本
蕪
は
國
法
の
範
園
内
に
於
い
て
肚
會
主
義
を
主
張
す
」
と
規
定
し
た
が
、
そ

れ
以
外
蕪
の
主
張
に
つ
い
て
は
何
ら
言
明
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
日
露
戦
雪
の
頃
は
非
戦
論
を
蓮
動
の
中
心
ス
・
ー
ガ
ン
に
し
て
活
躍
し
た
「
李
民
肚
」
が
、
戦
雫
の
終
了
後
間
も
な
く
解
散
し
、
．
肚

直
接
行
動
論
の
擾
頭

三
七

（
八
一
一
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
撞
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
八
一
二
）

會
主
義
者
は
唯
物
論
派
と
キ
リ
ス
ト
教
派
の
二
つ
に
別
れ
、
各
派
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
關
紙
を
も
つ
て
い
た
。
こ
こ
に
誕
生
し
た
日
本
杜
會
裳
は
唯

物
論
派
の
み
に
よ
つ
て
つ
く
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
派
は
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
的
立
場
か
ら
闘
雫
主
義
に
反
封
し
て
ゐ
た
の
で
、
日
本
杜
禽
窯
に
は
誰
も

　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

参
加
は
し
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。
日
本
杜
會
蕪
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
二
旬
、
三
月
一
五
日
に
い
た
り
、
肚
禽
主
義
者
の
指
導
に
よ
る
電
車
賃
値

上
げ
反
封
、
兇
徒
嘱
集
事
件
が
勃
薇
し
た
。
干
激
百
人
の
大
デ
モ
は
騒
擾
化
し
て
近
衛
兵
出
動
に
よ
り
よ
う
や
く
鎭
堅
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ

つ
た
。
肚
禽
主
義
者
た
ち
は
電
車
賃
値
上
げ
反
封
に
立
上
つ
た
が
、
そ
れ
は
「
小
な
り
微
な
り
と
錐
も
天
下
の
公
黙
を
自
己
の
所
驕
團
と
し
て
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

ち
、
意
氣
當
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
あ
つ
た
肚
會
主
義
者
の
鼻
先
に
、
こ
は
又
何
た
る
絶
好
の
闘
孚
題
目
ぞ
や
」
と
い
う
見
地
か
ら
で
あ
つ
た
。

　
「
日
本
杜
會
窯
が
生
れ
、
そ
し
て
電
車
事
件
に
よ
つ
て
堺
を
除
く
幹
部
が
悉
く
拘
引
さ
れ
た
時
、
幸
徳
は
遠
く
米
國
桑
港
に
在
つ
た
が
故
國
の
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

志
異
攣
の
報
を
聞
く
や
長
大
息
を
禁
じ
得
ず
、
露
心
矢
の
如
」
く
、
族
費
を
集
め
て
瞬
國
し
た
の
で
あ
つ
た
。
帰
國
し
た
幸
徳
は
先
述
の
「
世
界

革
命
運
動
の
潮
流
」
を
襲
表
し
、
議
禽
主
義
以
外
に
道
な
し
と
堅
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
肚
禽
主
義
者
た
ち
に
一
大
衝
撃
を
與
え
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
派
と
唯
物
論
派
の
杜
會
主
義
者
の
あ
い
だ
に
生
じ
て
い
た
鶉
裂
は
明
治
四
〇
年
一
月
一
五
日
か
ら
日
刊
『
李
民
新
聞
』
を
だ
す
こ

と
に
な
つ
て
か
ら
、
雨
派
の
機
關
紙
で
あ
る
『
新
紀
元
』
と
『
光
』
と
を
塵
刊
し
て
、
日
刊
『
雫
民
新
聞
』
一
本
に
ま
と
ま
る
と
い
う
態
勢
を
と

（
註
4
）

つ
た
。
『
新
紀
元
』
『
光
』
の
封
立
は
日
刊
『
早
民
新
聞
』
に
よ
り
解
消
さ
れ
肚
禽
主
義
者
の
大
同
團
結
は
形
の
上
で
な
つ
た
か
に
み
え
た
。
し
か

し
、
二
月
五
日
の
紙
上
に
幸
徳
秋
水
が
叢
表
し
た
「
予
が
思
想
の
攣
化
」
は
直
接
行
動
を
さ
ら
に
一
段
と
力
を
こ
め
て
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
早
く
も
統
一
さ
れ
た
肚
禽
主
義
者
の
間
に
分
裂
の
危
機
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
こ
の
幸
徳
論
文
は
大
き
な
波
紋
を
よ
び
、
二
月
一
七
日
の
肚
會
黛
第
二
同
大
會
を
目
前
に
控
え
眞
剣
な
論
孚
を
ま
き
お
こ
し
、
第
二
同
大
會
に

お
い
て
も
直
接
行
動
派
と
議
會
主
義
派
と
の
封
立
は
避
け
え
ら
れ
ず
、
爾
派
は
火
花
を
散
ら
し
て
衝
突
し
た
。

　
大
禽
は
蕪
則
改
正
に
お
い
て
、
第
一
條
の
「
本
窯
は
國
法
の
範
園
内
に
於
て
肚
會
主
義
を
主
張
す
」
を
「
本
蕪
は
祉
會
主
義
の
實
行
を
目
的
と

す
」
と
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
標
榜
し
て
き
た
合
法
主
義
を
ま
ず
こ
こ
に
施
つ
た
。



　
つ
い
で
決
議
案
を
め
ぐ
つ
て
議
會
主
義
を
主
張
す
る
田
添
鐵
二
は
「
我
窯
は
普
通
選
墾
を
以
て
有
力
な
る
運
動
方
法
の
一
な
り
と
認
む
」
と
い

う
一
項
を
加
え
ん
こ
と
を
主
張
し
、
こ
れ
に
封
し
幸
徳
秋
水
は
「
我
煎
は
議
會
政
策
の
無
能
を
認
め
專
ら
螢
働
者
の
階
級
的
自
畳
を
喚
起
し
」
云

々
と
修
正
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
結
局
決
議
と
し
て
は
「
直
接
行
動
議
會
政
策
併
用
」
と
い
う
折
衷
論
で
落
ち
つ
き
、
理
論
的
に
は
明
確
な
結

論
を
え
な
い
ま
ま
で
塵
理
さ
れ
た
が
、
探
決
の
結
果
、
田
添
案
二
、
幸
徳
案
二
二
、
折
衷
案
二
八
と
い
う
結
果
は
急
進
的
な
直
接
行
動
論
者
が
急

速
に
ふ
え
た
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
日
本
赴
會
蕪
は
こ
の
大
會
を
理
由
と
し
て
「
安
寧
秩
序
二
妨
害
ア
リ
」
と
し
て
結
肚
を
禁
止
さ
れ
、
つ
づ

い
て
四
月
に
は
日
刊
『
雫
民
新
聞
』
の
焚
行
を
停
止
さ
れ
た
。

　
解
散
さ
れ
た
杜
禽
窯
は
直
接
行
動
派
と
議
會
主
義
派
に
醤
立
し
て
『
大
阪
手
民
新
聞
』
（
の
ち
『
日
本
卒
民
新
聞
』
と
改
題
）
、
『
祉
會
新
聞
』
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
機
關
紙
を
も
つ
た
。
こ
れ
以
後
杜
會
主
義
陣
螢
が
い
わ
ゆ
る
「
硬
派
」
と
「
軟
派
」
に
わ
か
れ
、
し
の
ぎ
を
け
ず
つ
て
相
箏
う
時

代
へ
と
移
つ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
本
論
は
「
世
界
革
命
運
動
の
潮
流
」
か
ら
日
本
吐
會
煎
禁
止
ま
で
の
期
間
を
と
り
、
そ
の
間
に
お
け
る
直

接
行
動
論
擾
頭
の
諸
原
因
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

（
註
1
）
　
前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
八
六
頁
。

（
註
2
）
　
右
同
、
九
〇
頁

（
註
3
）
　
右
同
、
一
二
七
頁

（
註
4
」
　
キ
リ
ス
ト
教
派
肚
會
主
義
者
の
動
ぎ
を
み
る
と
、
木
下
荷
江
は
日
刊
『
卒
民
新
聞
』
に
は
反
封
で
あ
り
、
こ
れ
へ
参
加
じ
な
か
つ
た
ば
か
り
で
な
く
肚
會

　
主
義
か
ら
も
表
面
上
身
を
ひ
い
た
。
ま
た
安
部
磯
雄
は
爾
派
の
融
和
読
を
と
り
、
最
初
は
寄
稿
家
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
が
、
彼
の
筆
は
紙
上
に
あ
ま
り
み

　
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
石
川
三
四
郎
は
唯
物
論
的
祉
會
主
義
者
の
言
行
に
不
満
を
も
ち
、
俗
悪
な
政
治
蓮
動
に
反
感
を
抱
い
て
お
り
、
は
じ
め
こ
れ
の
創
立

　
者
に
な
る
こ
と
を
承
知
し
な
か
つ
た
が
、
安
部
の
融
和
説
に
し
た
が
い
結
局
承
諾
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二

直
接
行
動
論
の
擾
頭

三
九

（
八
二
巳



　
　
　
直
接
行
動
論
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擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
八
一
四
）

　
幸
徳
秋
水
に
よ
つ
て
直
接
行
動
論
が
も
ち
こ
ま
れ
た
前
後
の
大
雑
把
な
肚
會
主
義
陣
螢
の
状
況
は
、
前
節
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で

は
、
幸
徳
お
よ
び
彼
の
支
持
者
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
た
直
接
行
動
論
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。
幸
徳
は
い
う
、

　
　
余
は
曾
て
猫
逸
肚
禽
主
義
者
若
く
ば
其
流
れ
を
汲
め
る
諸
先
輩
の
読
の
み
を
鶏
て
、
鹸
り
に
投
票
と
議
會
の
数
力
に
重
き
を
置
い
た
。
『
普

　
通
選
墾
に
し
て
行
は
る
れ
ば
必
ず
多
数
の
同
志
が
選
出
さ
れ
る
。
同
志
が
議
禽
の
多
数
を
占
む
れ
ば
、
議
禽
の
決
議
で
杜
會
主
義
を
實
行
す
る

　
こ
と
が
出
來
る
』
と
思
つ
て
居
た
。
無
論
之
と
同
時
に
螢
働
者
團
結
の
急
務
を
も
認
め
て
居
た
に
は
相
違
な
い
が
、
少
な
く
も
日
本
の
肚
禽
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

　
動
の
第
一
着
は
、
普
通
選
塁
の
外
に
は
な
い
と
信
じ
て
、
口
で
も
論
ず
れ
ば
筆
に
も
書
い
た
。

　
し
か
し
普
通
選
墾
に
よ
り
肚
禽
主
義
者
を
多
数
逸
れ
ば
自
ら
杜
會
主
義
を
實
現
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
の
は
「
是
は
甚
だ
幼
稚
な
輩
純
な

　
　
　
　
　
　
　
（
謎
2
》

考
へ
で
あ
つ
た
と
思
ふ
」
と
い
、
）
。
彼
が
議
會
を
通
じ
て
肚
禽
主
義
を
實
現
す
る
と
い
う
考
え
が
甚
だ
幼
稚
で
軍
純
な
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う

理
由
は
次
の
二
鮎
に
あ
つ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
議
禽
な
る
も
の
は
勢
働
者
階
級
を
搾
取
す
る
機
關
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
議
禽
は
現
今
の
杜
禽
組
織
の
産
物
で
あ

り
、
そ
れ
は
當
然
に
資
本
主
義
的
肚
會
制
度
の
産
物
で
あ
る
。
「
今
日
の
議
會
は
紳
士
閥
帥
ち
中
等
階
級
が
貴
族
の
專
制
政
治
を
倒
す
爲
に
造
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

た
器
械
で
あ
る
。
而
し
て
一
方
に
は
專
制
政
治
を
倒
す
と
共
に
、
我
々
螢
働
者
階
級
の
血
と
汗
と
を
搾
取
る
爲
に
案
出
せ
ら
れ
た
器
械
で
あ
る
」

し
た
が
つ
て
勢
働
者
階
級
が
ブ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
を
倒
す
た
め
に
、
や
は
り
こ
の
機
關
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
と

い
う
。
つ
ま
り
議
會
の
存
在
理
由
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
螢
働
者
階
級
に
は
議
會
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
、
更
に
、
二
つ
に
は
普
通
選
墾
制
度
が
も
つ
飲
陥
と
そ
こ
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
く

議
員
の
お
ち
い
り
易
い
弊
害
を
あ
げ
た
。
す
な
わ
ち
選
墨
に
隔
着
、
脅
嚇
、
饗
慮
、
買
牧
な
ど
と
い
う
も
の
が
と
も
な
う
以
上
ど
う
し
て
國
家
と

か
人
民
と
か
に
つ
い
て
眞
面
目
に
考
え
る
代
議
士
が
え
ら
れ
る
か
。
ま
た
か
り
に
眞
面
目
な
代
表
を
選
出
で
き
た
と
し
て
も
、
居
は
氣
を
移
す
、

一
度
選
ば
れ
て
し
ま
え
ば
以
前
の
眞
面
目
な
考
え
を
長
く
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
螢
働
者
選
出
議
員
も
美
衣
美
食
の
ブ
ル
ジ
・
ア
ジ



1
の
風
俗
に
カ
ブ
れ
て
得
々
と
し
て
い
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。

　
か
よ
う
に
普
通
選
學
や
議
會
政
策
で
は
眞
の
肚
會
主
義
實
現
と
い
う
目
的
は
達
せ
ら
れ
ぬ
。
そ
こ
で
日
本
の
冠
禽
主
義
運
動
は
議
會
政
策
を
と

る
こ
と
を
や
め
て
、
一
に
團
結
せ
る
螢
働
者
の
直
接
行
動
を
も
つ
て
そ
の
手
段
方
針
と
な
さ
ん
こ
と
を
望
む
、
と
提
唱
し
た
。
螢
働
者
階
級
の
欲

す
る
と
こ
ろ
は
、
政
権
の
略
取
で
な
く
て
「
麺
魏
の
略
取
」
で
あ
る
、
法
律
で
な
く
て
衣
食
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
勢
働
者
の
革
命
は
ブ
ル
ジ
ョ

ア
の
革
命
と
次
の
よ
う
に
違
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち

　
　
昔
の
革
命
は
中
等
階
級
、
即
ち
第
三
階
級
が
貴
族
に
封
す
る
革
命
で
あ
つ
た
か
ら
、
議
禽
に
依
て
出
來
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
革
命
は
勢
働

　
者
の
革
命
で
あ
る
。
勢
働
者
は
議
禽
に
上
る
の
必
要
は
な
い
。
議
會
は
取
れ
な
く
て
も
い
い
、
土
地
を
取
れ
ば
い
い
、
金
を
取
れ
ば
い
い
、
取

　
る
べ
ぎ
橿
利
あ
り
と
信
ず
る
所
の
も
の
さ
へ
取
れ
ば
い
い
、
何
月
何
日
か
ら
勢
働
者
に
引
渡
す
と
云
ふ
や
う
な
法
律
を
決
め
て
か
ら
取
る
の
必

　
　
　
（
謎
4
）

　
要
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
麺
麹
を
略
取
し
、
土
地
や
金
を
取
る
手
段
と
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
と
く
の
で
あ
つ
た
。

　
堺
利
彦
は
幸
徳
秋
水
と
も
つ
と
も
親
し
き
交
友
關
係
に
あ
り
、
ま
た
思
想
の
上
で
も
相
接
し
相
通
ず
る
も
の
が
あ
つ
た
。
堺
は
こ
れ
ま
で
ド
イ

ッ
流
の
議
禽
主
義
を
奉
じ
て
き
た
こ
と
は
幸
徳
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
最
近
に
お
け
る
海
外
國
内
の
形
勢
を
み
て
い
る
と
「
議
禽
以
外
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

て
、
何
等
か
人
民
の
直
接
運
動
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
叉
や
り
得
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
に
至
つ
た
」
と
い
う
貼
に
お
い
て
幸
徳
の
思
想
攣
化
と

同
じ
攣
化
を
し
て
き
て
い
る
と
述
べ
た
。
更
に
堺
は
こ
う
し
た
攣
化
は
幸
徳
と
か
堺
と
か
い
う
一
人
、
二
人
の
個
人
に
か
ぎ
ら
ず
、
そ
れ
は
彼
等

肚
會
主
義
者
の
間
に
お
け
る
多
数
同
志
の
傾
向
で
あ
る
、
幸
徳
は
こ
の
傾
向
を
い
ち
じ
る
し
く
代
表
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

つ
て
堺
は
「
予
の
肚
の
中
に
於
て
は
殆
ん
ど
幸
徳
君
の
意
見
と
反
封
す
る
所
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
堺
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
は
幸
徳
の
そ
れ
に
一
致
す
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
か
つ
た
。
幸
徳
は
議
會
政
策
無
用
・
一
方
的
な
直
接
行

動
主
義
を
と
る
の
に
封
し
、
堺
は
議
會
政
策
と
直
接
行
動
の
併
用
を
唱
え
た
の
で
あ
つ
た
。
堺
は
肚
會
主
義
運
動
の
方
針
と
し
て
、
一
方
に
は
議

　
　
　
直
接
行
動
論
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
八
一
五
）
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四
二
　
　
　
（
八
一
六
）

會
政
策
を
と
り
、
他
方
に
は
螢
働
者
の
團
結
を
は
か
り
、
議
會
活
動
と
議
會
外
の
大
衆
行
動
と
が
常
に
相
呼
慮
し
て
大
衆
全
艦
の
活
動
が
活
澄
に

な
る
よ
う
に
勉
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
黙
か
ら
、
議
禽
活
動
と
大
衆
行
動
と
の
併
用
の
意
義
を
左
の
よ
う
に
理
論
づ
け
た
。

　
　
今
の
議
會
は
如
何
に
も
詰
ら
ぬ
、
如
何
に
も
愛
檜
が
つ
き
る
。
然
し
肚
會
窯
の
議
員
が
之
に
加
は
る
時
に
は
、
議
會
が
初
め
て
活
問
題
の
舞

　
墓
と
な
る
。
我
々
は
議
禽
と
い
ふ
噴
火
口
を
有
す
る
以
上
、
此
の
噴
火
口
か
ら
し
て
我
々
の
氣
焔
を
噴
出
せ
し
む
る
に
勉
む
る
は
當
然
で
あ

　
る
。
然
し
此
の
墳
火
口
を
我
々
の
手
に
握
ら
ん
が
爲
、
帥
ち
普
通
選
墾
椹
獲
得
の
爲
に
、
我
々
は
我
々
の
實
力
を
示
し
て
政
府
と
政
窯
と
に
肉

　
迫
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
幸
徳
君
の
謂
は
ゆ
る
直
接
行
動
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
又
普
通
選
暴
が
既
に
行
は
れ
た
後
と
錐
も
、
杜
禽
黛
が

　
ま
だ
中
々
多
敬
の
議
員
を
出
す
課
に
は
行
か
ぬ
と
思
ふ
。
故
に
此
時
に
至
つ
て
も
猫
ほ
畳
醒
せ
る
勢
働
者
が
謂
は
ゆ
る
直
接
行
動
を
以
て
肉
迫

　
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
又
一
歩
を
進
め
て
既
に
多
籔
の
枇
會
黛
議
員
が
出
た
後
と
錐
も
、
若
し
其
の
背
後
に
雫
民
階
級
の
實
力
が
存
せ
ぬ
な
ら

　
ば
、
其
議
員
は
實
に
根
の
無
き
花
で
あ
る
。
何
の
働
き
を
爲
す
事
も
出
來
ぬ
。
何
の
實
を
結
ぶ
事
も
出
來
ぬ
。
故
に
肚
禽
黛
議
員
を
し
て
議
會

　
内
に
活
動
を
爲
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
に
は
、
常
に
畳
醒
せ
る
螢
働
者
の
活
動
に
依
て
一
般
李
民
階
級
の
實
力
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
叉
…
…
李

　
民
勢
働
者
の
運
動
も
亦
た
、
敢
て
議
禽
と
相
關
せ
ず
し
て
、
別
に
自
治
團
結
の
直
接
行
動
を
取
る
の
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
議
禽
が
一
個
の
噴

　
火
口
た
る
は
勿
論
な
れ
ど
、
議
會
の
み
が
唯
一
の
噴
火
口
で
は
な
い
。
故
に
我
々
は
議
禽
以
外
に
於
て
種
々
の
噴
火
口
を
作
る
事
を
勉
め
ね
ば

　
な
ら
ぬ
。
若
し
時
と
庭
と
に
依
り
是
等
の
噴
火
口
に
し
て
猛
烈
の
勢
ひ
を
成
さ
ば
、
彼
の
議
會
の
噴
火
口
の
如
き
は
既
に
殆
ん
ど
言
ふ
に
足
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

　
ぬ
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
幸
徳
君
は
著
し
く
此
黙
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
堺
は
、
幸
徳
と
の
イ
デ
オ
冒
ギ
ー
の
違
い
は
た
だ
議
會
主
義
を
全
然
否
認
す
る
の
と
、
こ
れ
を
併
せ
用
い
る
の
と
の
差
で
あ
る
と
い

い
、
最
後
に
、
幸
徳
は
あ
ま
り
に
議
禽
政
策
に
重
き
を
置
く
の
弊
に
反
動
し
て
他
の
極
端
に
走
つ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
結
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
幸
徳
の
直
接
行
動
論
の
影
響
は
次
の
時
代
の
杜
禽
主
義
思
想
・
蓮
動
の
措
い
手
の
上
に
大
き
く
お
よ
ん
で
い
つ
た
。
大
杉
榮
、
山

川
均
、
荒
畑
寒
村
等
が
幸
徳
の
影
響
を
強
く
う
け
た
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
山
川
均
と
大
杉
榮
が
ど
の
よ
う
な
反
磨
を
示
し
た
か



を
見
よ
う
。

　
山
川
は
「
予
は
直
接
行
動
に
信
頼
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
自
己
の
立
場
を
宣
言
す
る
。
つ
づ
い
て
「
議
會
は
既
に
歴
史
的
意
義
に
於
て
過
去
の

も
の
で
あ
る
、
既
に
爲
す
べ
き
機
能
を
全
う
し
終
り
た
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
黙
に
於
て
、
肚
會
主
義
が
議
禽
に
信
頼
し
、
議
禽
の
政
蕪
た
る
以

上
は
如
何
に
ノ
ー
コ
ン
プ
・
マ
イ
ズ
を
叫
ぶ
と
錐
も
、
終
に
は
國
家
肚
會
主
義
か
肚
會
改
良
主
義
の
實
験
位
に
絡
る
と
云
ふ
黙
に
於
て
、
次
に
は

革
命
も
亦
批
會
進
化
の
一
髄
様
な
り
若
し
く
は
革
命
は
進
化
と
進
化
と
を
繋
ぐ
所
の
關
節
な
り
と
云
ふ
黙
よ
り
、
予
は
最
早
杜
禽
主
義
の
望
を
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

禽
に
懸
け
得
ざ
る
者
で
あ
る
」
と
い
い
、
議
禽
が
す
で
に
歴
史
的
使
命
を
お
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
議
會
政
策
蓮
動
も
ま
た
肚
會
窯
が
」
度
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
路
で
あ
つ
た
し
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
今
日
議
禽
に
幾

分
の
希
望
を
繋
ぐ
者
も
、
や
が
て
は
必
ず
そ
の
希
望
を
放
揮
す
る
時
機
が
く
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
螢
働
階
級
が
眞
に
自
覧
し
た
曉
に
は
、
我
々

が
議
禽
政
策
を
い
か
に
叫
ん
で
も
螢
働
階
級
に
は
少
し
も
反
響
せ
ず
、
彼
等
は
直
接
行
動
を
執
る
に
相
違
な
い
、
と
山
川
は
信
じ
て
い
た
。

　
大
杉
は
「
嘗
て
は
議
會
政
策
を
以
て
唯
一
の
革
命
運
動
な
り
と
し
、
何
人
も
之
れ
に
射
し
て
些
の
疑
問
を
挾
ま
ざ
り
し
が
、
途
に
×
×
氏
出
で

x
議
會
政
策
の
愚
と
晒
と
を
絶
叫
す
る
に
至
れ
り
。
予
も
亦
、
予
の
革
命
的
枇
禽
主
義
の
立
場
よ
り
、
議
禽
政
策
は
寧
ろ
肚
禽
革
命
の
氣
勢
を
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

む
る
も
の
な
り
と
し
、
而
し
て
、
螢
働
者
の
直
接
行
動
に
よ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
肚
禽
革
命
を
全
う
し
得
可
ら
ず
と
信
ず
る
に
至
れ
り
」
と
幸
徳
の

影
響
の
程
を
示
し
て
い
る
。

　
幸
徳
が
師
國
以
來
、
わ
が
國
の
杜
禽
主
義
者
た
ち
は
幸
徳
の
投
じ
た
直
接
行
動
論
と
い
う
一
石
に
よ
り
、
直
接
行
動
か
議
禽
政
策
か
と
し
の
ぎ

を
け
ず
つ
て
抽
象
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
事
に
情
熱
を
も
や
し
た
。
そ
の
論
雫
の
頂
黙
が
第
二
同
肚
禽
窯
大
會
に
お
け
る
幸
徳
と
田
添
鐵
二
の
論

職
で
あ
つ
た
。
こ
の
大
禽
に
お
け
る
決
議
と
幸
徳
の
演
読
が
原
因
と
な
つ
て
、
日
本
肚
禽
窯
は
結
杜
を
禁
止
さ
れ
、
や
が
て
日
刊
『
手
民
新
聞
』

も
慶
刊
す
る
の
運
命
を
た
ど
つ
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
。

　
と
こ
ろ
で
堺
は
先
述
の
議
禽
政
策
・
直
接
行
動
併
用
論
と
幸
徳
の
一
方
的
な
直
接
行
動
論
と
の
違
い
を
當
時
、
そ
れ
は
た
だ
議
會
主
義
を
全
然

　
　
　
直
接
行
動
諭
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
八
一
七
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
擁
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
八
一
八
）

否
認
す
る
の
と
こ
れ
を
併
せ
用
い
る
の
と
の
差
だ
と
い
い
、
後
に
は
「
堺
は
や
や
曖
昧
な
が
ら
い
わ
ゆ
る
正
統
マ
ル
ク
ス
派
で
あ
り
、
幸
徳
は
飢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詫
1
1
）

に
純
粋
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
つ
た
」
と
い
つ
て
い
る
。
ま
た
山
川
が
い
か
に
直
接
行
動
に
加
措
し
よ
う
が
、
彼
の
立
場
も
ま
た
堺
の
方
に
こ
そ

接
近
し
て
お
れ
、
決
し
て
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
幸
徳
と
同
じ
で
は
な
か
つ
た
。
か
よ
う
に
幸
徳
は
當
面
の
且
つ
直
接
の

革
命
を
間
題
に
す
る
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
ち
彼
の
と
く
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
職
略
戦
術
論
か
ら

割
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
封
し
堺
、
山
川
等
は
當
面
の
間
題
は
革
命
で
は
な
く
、
革
命
は
將
來
の
問
題
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
勢
働

者
階
級
の
階
級
的
自
畳
を
う
な
が
し
、
團
龍
行
動
に
よ
つ
て
勢
働
者
階
級
の
日
常
的
利
盆
を
確
保
埆
進
を
め
ざ
す
た
め
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
も
行
、
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

い
う
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
職
術
に
つ
ら
な
つ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
そ
う
し
た
各
個
人
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
頃
の
杜
會
主
義
思
想
と

い
え
ば
海
外
の
思
想
が
雑
然
と
移
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
た
め
に
本
來
は
矛
盾
す
る
い
く
つ
か
の
思
想
が
當
時
の
祉
會
主
義
者
に
は

矛
盾
と
感
じ
ら
れ
な
い
で
同
一
人
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
普
通
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
朕
況
に
あ
つ
て
幸
徳
・
堺
・
山
川
等
の
間
に

本
來
は
相
い
れ
な
い
も
の
が
あ
つ
た
筈
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
間
題
な
の
は
幸
徳
が
締
國
後
「
世
界
革
命

蓮
動
の
潮
流
」
「
余
が
思
想
の
攣
化
」
と
い
う
わ
ず
か
二
論
文
を
襲
表
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
こ
れ
ま
で
議
會
主
義
的
杜
會
主
義
を
信
奉
し
て
い
た

同
志
の
多
く
を
直
接
行
動
主
義
の
方
向
に
も
つ
て
い
つ
た
幸
徳
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
そ
れ
を
受
け
い
れ
さ
せ
た
嘗
時
の
歌
況
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
堺
利
彦
は
「
議
禽
以
外
に
於
て
、
何
等
か
人
民
の
直
接
運
動
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
叉
や
り
得
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
、
ま
た
同
志
の

多
く
も
同
じ
事
で
あ
つ
た
ろ
う
と
は
い
う
が
、
そ
う
は
い
つ
て
も
幸
徳
の
論
文
に
ふ
れ
る
ま
で
、
事
實
に
お
い
て
堺
等
の
ひ
き
い
る
日
本
瀧
禽
窯

は
「
國
法
の
範
園
内
に
於
て
肚
禽
主
義
を
主
張
」
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
幸
徳
帰
國
後
の
第
二
同
杜
禽
窯
大
會
で
は
議
會
政
策
を
と
な

え
る
田
添
案
支
持
が
わ
ず
か
に
二
票
で
あ
つ
た
の
に
封
し
、
議
禽
政
策
・
直
接
行
動
論
併
用
を
と
く
評
議
案
は
二
八
票
で
あ
り
、
直
接
行
動
論
の



幸
徳
案
は
二
二
票
と
い
う
結
果
を
う
ん
だ
こ
と
は
何
を
も
の
が
た
る
だ
ろ
う
か
。
幸
徳
案
は
通
過
し
な
か
つ
た
と
は
い
え
二
二
票
を
獲
得
し
、
田

添
案
支
持
が
わ
ず
か
に
二
票
に
す
ぎ
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
肚
會
主
義
者
の
間
に
幸
徳
の
影
響
が
強
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
さ
き
に
述
べ
た
幸
徳
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
そ
れ
を
受
け
い
れ
た
當
時
の
歌
勢
が
間
題
に
な
る
。

（
註
1
）

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）
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（
註
6
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（
註
7
）

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
1
0
）

（
註
n
）

（
註
12
） 一

號
）

う
な
が
し
、

彼
等
が
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
動
ぎ
を
直
課
的
に
移
入
し
て
い
た
黙
に
お
い
て
そ
れ
に
つ
ら
な
る
も
の
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り

利
盆
と
い
う
黙
を
本
氣
で
考
え
て
い
た
と
も
、

「
余
が
思
想
の
攣
化
」
『
李
民
主
義
』
二
頁

右
同
「
幸
徳
秋
水
氏
の
演
説
」
日
刊
『
李
民
新
聞
』
第
二
八
號
、
明
治
四
〇
年
二
月
一
九
日

右
同
幸
徳
秋
水
の
直
接
行
動
論
と
そ
れ
の
形
成
過
程
は
拙
稿
「
幸
徳
秋
水
の
生
涯
と
思
想
－
急
進
主
義
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
法
學
研
究
』
第
三
〇
巻
第

堺
利
彦
「
肚
會
糞
運
動
の
方
針
」
（
日
刊
『
卒
民
新
聞
』
第
二
一
號
、
明
治
四
〇
年
二
月
一
〇
日
）

右
同
右
同
山
川
均
「
肚
會
糞
大
會
の
成
績
」
（
日
刊
『
卒
民
新
聞
』
第
二
九
號
、
明
治
四
〇
年
二
月
二
〇
日
）

安
谷
寛
一
編
『
大
杉
榮
遺
稿
』
（
昭
和
三
年
一
月
、
金
星
堂
）
一
〇
三
頁

堺
利
彦
『
日
本
肚
會
主
義
蓮
動
史
』
（
河
出
書
房
、
昭
和
二
九
年
七
月
）
六
六
頁

堺
・
山
川
等
が
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
職
術
に
つ
ら
な
る
も
の
を
も
つ
て
い
た
と
い
つ
て
も
彼
等
が
丈
字
通
り
「
勢
働
者
階
級
の
階
級
的
自
慨
を

　
　
團
農
行
動
に
よ
っ
て
勢
働
者
階
級
の
日
常
的
利
盆
を
確
保
櫓
進
を
め
ざ
す
」
と
い
う
鮎
に
彼
等
の
思
想
が
集
中
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
勢
働
者
階
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
そ
れ
を
櫓
進
す
る
た
め
に
具
髄
的
な
努
力
を
し
た
と
も
思
え
な
い
。

直
接
行
動
論
の
撞
頭

四
五

（
八
一
九
）



直
接
行
動
論
の
擁
頭

四
六

（
八
二
〇
）

三

　
こ
の
時
、
直
接
行
動
論
が
杜
會
主
義
者
同
志
の
間
に
深
く
浸
透
し
て
い
つ
た
理
由
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
唱
導
者
が
幸
徳
秋
水

そ
の
人
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
明
治
三
九
年
二
月
、
日
本
肚
禽
煎
は
結
成
さ
れ
た
が
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
幸
徳
は
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
に
あ
つ
た
。
幸
徳
は
明
治
三
六
年
一

一
月
の
平
民
肚
創
立
以
來
杜
會
主
義
運
動
の
推
進
力
で
あ
り
、
ま
た
『
廿
世
紀
之
怪
物
帝
國
主
義
』
『
杜
禽
主
義
神
髄
』
の
爾
著
に
よ
り
肚
會
主

義
に
關
す
る
最
高
の
理
論
家
の
一
人
で
あ
つ
た
。
學
者
で
杜
禽
主
義
者
の
安
部
磯
雄
や
地
味
な
蓮
動
家
の
片
山
潜
等
の
理
論
は
決
し
て
幸
徳
に
劣

る
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
、
多
分
に
壮
士
的
、
英
雄
的
で
あ
つ
た
幸
徳
ほ
ど
の
人
氣
は
爾
者
共
も
ち
え
な
か
つ
た
。
日
本
肚
禽
窯
が
結
成
さ
れ
て

も
、
み
る
か
ら
に
た
の
も
し
く
、
人
氣
が
あ
り
、
情
熱
的
な
指
導
者
幸
徳
が
不
在
と
い
う
こ
と
は
窯
員
の
間
に
何
と
も
い
え
ぬ
も
の
た
り
な
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

畳
え
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
日
本
肚
會
窯
の
領
袖
堺
利
彦
の
「
日
本
肚
禽
蕪
も
愈
々
成
立
し
た
。
幸
徳
君
の
居
な
い
の
は
聯
か
心
寂
し
い
云
々
」

と
い
う
言
葉
の
中
に
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
も
日
本
杜
禽
窯
結
成
後
二
旬
に
し
て
生
じ
た
電
車
賃
値
上
げ
反
封
運
動
の
時
は
改
め
て

彼
の
存
在
が
望
ま
れ
た
に
相
違
な
い
。
西
川
光
次
郎
の
「
凡
て
の
運
動
は
首
領
の
カ
の
み
に
て
成
長
穫
達
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
、
善
き
首
領

の
有
る
と
無
き
と
は
蓮
動
の
成
長
襲
達
に
大
な
る
關
係
を
有
す
」
に
は
じ
ま
る
「
首
領
難
」
と
い
う
一
文
は
、
念
頭
に
幸
徳
と
い
う
人
物
を
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

て
書
か
れ
た
。
も
の
で
は
な
か
つ
た
ろ
う
か
。

　
し
か
も
こ
の
事
件
の
報
を
ア
メ
リ
カ
で
う
け
た
幸
徳
は
「
故
國
の
同
志
諸
君
、
三
月
十
五
日
の
市
民
大
會
、
同
志
の
就
縛
、
家
宅
捜
索
の
飛
報

は
至
れ
り
、
鳴
呼
我
病
胴
未
だ
薔
に
復
せ
ず
し
て
、
諸
君
の
急
に
赴
く
能
は
ず
。
室
し
く
腕
を
拒
し
皆
を
決
し
て
東
天
を
望
む
の
み
。
遺
憾
何
ぞ

　
（
註
3
）

恨
ら
む
」
と
い
う
高
い
調
子
の
、
し
か
も
首
領
ら
し
い
言
句
で
故
國
の
同
志
に
感
え
、
且
つ
激
働
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
肚
會
煎
は
幸
徳
の
婦
國
と
そ
の
指
導
と
を
切
に
望
ん
で
い
た
と
い
つ
て
も
そ
う
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
そ
う
で
な
く
て
は
幸
徳
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

「
婦
國
は
同
志
の
士
氣
を
百
倍
さ
せ
た
」
と
い
う
謹
言
は
成
立
し
な
い
筈
で
あ
る
。

　
肚
禽
主
義
運
動
の
指
導
者
で
あ
り
、
最
高
の
理
論
家
で
あ
る
幸
徳
は
、
海
外
で
の
見
聞
を
ひ
ろ
め
て
臨
國
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
彼
の
蹄
國
は
同

志
に
大
手
を
ひ
ろ
げ
て
迎
え
入
れ
ら
れ
ず
に
は
い
な
か
つ
た
。
そ
の
上
に
彼
は
す
で
に
時
々
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
内
閣
、
選
撃
、
政
黛
、
大
學
、
文

藝
、
宗
教
、
咄
々
何
物
ぞ
や
。
螢
働
者
の
革
命
、
世
界
的
革
命
の
怒
濤
狂
瀾
、
全
字
宙
を
掩
ふ
の
時
、
彼
等
果
し
て
何
物
ぞ
や
。
革
命
の
前
に
彼

等
果
し
て
牛
文
鏡
の
慣
値
あ
る
乎
。
色
青
白
き
學
者
文
士
は
紳
に
媚
ぶ
べ
し
。
富
に
脆
く
可
し
。
我
は
我
が
勢
働
者
と
相
感
じ
て
來
る
可
き
革
命

　
　
　
　
　
（
註
5
）

の
猛
火
に
投
ぜ
ん
」
と
い
う
革
命
を
禮
讃
す
る
文
字
を
故
國
の
同
志
に
よ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
露
國
し
て
五
旧
後
に
演
壇
に
立
つ
た
彼
は
、
そ

れ
だ
け
で
同
志
の
間
に
感
動
を
呼
び
お
こ
す
何
物
か
を
も
つ
て
い
た
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

　
待
た
れ
た
の
は
幸
徳
の
稜
言
と
指
導
で
あ
つ
た
。
そ
こ
へ
こ
れ
ま
で
の
議
禽
萬
能
主
義
を
否
定
し
、
直
接
行
動
を
論
く
と
い
う
こ
と
事
態
が
す

で
に
数
果
沸
黙
な
演
出
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
も
自
分
た
ち
の
中
に
は
さ
き
の
電
車
事
件
で
兇
徒
囎
集
罪
に
て
刑
を
う
け
て
き
た
者
も

い
る
と
き
、
大
衆
行
動
を
と
く
幸
徳
の
演
読
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
彼
等
の
行
動
を
正
當
化
す
る
魔
力
す
ら
も
つ
て
い
る
。
「
同
志
達
は
、
寄
る
と

燭
る
と
こ
の
間
題
の
討
議
で
夢
中
で
あ
つ
た
。
矢
木
鍵
次
郎
、
谷
村
釣
雪
、
原
霞
外
、
山
口
、
樋
口
、
赤
羽
、
野
澤
、
原
子
、
添
田
李
吉
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

凡
人
杜
の
常
蓮
で
あ
つ
た
が
い
つ
も
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
賛
否
の
論
を
戦
は
せ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
反
響
が
直
ち
に
起
つ
た
の
は
當
然

で
あ
る
。

　
こ
の
「
世
界
革
命
蓮
動
の
潮
流
」
か
ら
「
予
が
思
想
の
攣
化
」
を
経
て
日
本
肚
會
黛
第
二
同
大
會
の
論
雫
に
至
り
、
そ
の
後
の
議
禽
政
策
派
と

直
接
行
動
派
と
の
射
立
か
ら
分
裂
を
め
ぐ
つ
て
、
議
會
政
策
を
支
持
す
る
者
は
古
く
か
ら
の
人
々
（
片
山
潜
、
西
川
光
次
郎
、
石
川
三
四
郎
）
と
か
勢

働
組
合
運
動
に
地
道
に
骨
を
折
つ
て
き
た
も
の
（
片
山
、
西
川
）
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
で
勢
働
蓮
動
や
肚
禽
主
義
に
ふ
れ
て
き
た
人
々
（
片
山
、
田
添

鐵
二
）
と
い
つ
た
少
藪
の
人
々
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
幸
徳
の
直
接
行
動
は
血
氣
に
は
や
る
若
い
多
激
の
窯
員
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
た
。
し

た
が
つ
て
こ
う
し
た
人
々
に
支
持
さ
れ
る
直
接
行
動
論
は
日
本
肚
禽
蓮
動
・
思
想
の
指
導
的
位
置
に
の
し
あ
が
つ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
直
接
行
動
論
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
八
二
一
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
擁
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
八
二
二
）

「
杜
會
主
義
は
多
数
民
衆
の
蓮
動
で
あ
る
。
民
衆
を
置
き
去
り
に
し
て
自
分
ば
か
り
が
先
へ
先
へ
と
進
み
、
多
数
が
そ
れ
に
附
い
て
來
な
い
の
を

ヂ
レ
て
見
て
も
始
ま
ら
ぬ
。
殊
に
そ
の
國
々
に
因
つ
て
種
々
事
情
が
違
ふ
。
百
姓
が
種
を
播
く
と
し
て
も
、
善
い
種
な
ら
ド
ン
ナ
土
地
へ
播
い
て

も
實
る
と
は
限
ら
ぬ
。
矢
張
り
土
地
を
吟
味
し
て
、
種
々
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
成
長
し
な
い
。
理
窟
で
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
國
情
を
無
覗
し
た

蓮
動
は
苦
螢
損
だ
。
兎
角
危
瞼
な
こ
と
に
封
し
て
は
人
は
喜
ん
で
拍
手
す
る
も
の
で
、
輕
業
師
で
も
高
い
所
で
爾
手
を
離
し
て
逆
さ
に
な
れ
ば
、

見
物
は
ヤ
ン
ヤ
と
手
を
叩
く
。
だ
が
手
を
た
」
い
た
か
ら
と
て
何
も
ソ
レ
が
善
い
と
ば
か
り
は
定
め
ら
れ
ぬ
。
我
々
は
凡
人
だ
か
ら
多
藪
凡
人
と

手
を
取
り
合
つ
て
、
一
番
安
全
な
道
と
思
ふ
庭
を
氣
長
に
行
く
よ
り
外
は
な
い
。
第
一
、
犠
牲
を
出
す
の
を
奨
働
す
る
蓮
動
家
と
、
自
ら
犠
牲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

な
ろ
う
と
す
る
蓮
動
家
と
ド
チ
ラ
が
勢
働
者
に
忠
實
か
」
と
い
う
西
川
光
次
郎
の
警
告
も
輕
業
師
的
な
冒
除
主
義
に
走
り
勝
ち
な
青
年
窯
員
の
耳

に
入
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
同
大
會
に
お
け
る
論
孚
に
お
い
て
「
長
髪
長
髭
に
飾
ら
れ
た
容
貌
は
杜
會
蓮
動
家
よ
り
も
む
し
ろ
宗
教
家
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
辮
香
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

こ
ぶ
る
論
理
的
で
一
つ
一
つ
理
論
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
と
こ
ろ
は
、
恰
か
も
宏
荘
な
中
世
紀
の
建
築
を
仰
ぐ
感
を
與
え
た
」
と
い
う
田
添
鐵
二
か

ら
よ
り
も
、
「
病
脇
を
以
て
寒
威
と
戦
ひ
つ
X
、
敢
て
其
新
主
張
を
貫
徹
せ
し
め
ん
が
爲
め
に
、
慷
慨
激
越
、
其
の
眼
は
雷
光
を
放
ち
、
其
口
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

火
焔
を
吐
き
、
一
暦
は
一
暦
よ
り
張
く
、
一
段
は
一
段
よ
り
急
に
、
殆
ん
ど
一
時
間
に
亘
り
て
満
場
の
人
心
を
酔
は
し
め
た
」
幸
徳
の
演
詮
に
青

年
た
ち
の
情
熱
が
か
き
立
て
ら
れ
た
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
場
合
、
幸
徳
の
直
接
行
動
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
大
衆
を
ど
の
よ
う
に
組
織
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
動
か
す
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
数

果
を
焚
揮
で
き
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ど
青
年
た
ち
に
は
ど
う
で
も
よ
か
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
ら
は
　
労
働
組
合
を
組
織

し
た
り
、
大
衆
と
接
燭
す
る
と
い
う
こ
と
に
全
然
経
験
が
な
く
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
頭
に
さ
え
浮
ん
で
い
な
か
つ
た
で
あ
ろ
、
）
か
ら
で
あ
る
。

彼
等
は
危
瞼
な
輕
業
師
に
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
大
向
の
拍
手
喝
采
を
あ
び
れ
ば
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
杜
會
主
義
肚
會
の
實
現
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、
そ
れ
に
と
も
な
う
蓮
動
を
よ
り
尖
鋭
化
さ
せ
、
ス
リ
ル
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
つ
て
自
分
達
が
蓮
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
た
し
か



め
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
自
己
陶
醇
に
ひ
た
つ
て
い
れ
ば
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
「
幸
徳
の
直
接
行
動
に
共
鳴
し
た
青
年
の
多
く
が
、
必
ず
し
も
幸
徳
と
同
じ
思
索
の
骨
折
を
し
た
も
の
で
な
い
。
何
ら
大
衆
と
の
接
鰯
が
な
く
、

大
衆
的
蓮
動
の
観
念
す
ら
も
な
か
つ
た
者
に
と
つ
て
は
革
命
の
手
段
と
し
て
直
接
行
動
を
探
用
す
る
こ
と
は
、
議
禽
政
策
を
弊
履
の
如
く
す
て
し

む
る
の
と
全
く
同
様
に
、
極
め
て
容
易
簡
箪
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
は
多
く
の
青
年
の
中
に
は
、
革
命
を
途
行
す
る
た
め
で
は
な
く
て
、
自

　
　
（
マ
マ
）

ら
が
よ
い
革
命
的
で
あ
る
こ
と
に
満
足
す
る
た
め
に
、
威
勢
の
よ
い
直
接
論
に
左
祖
し
た
も
の
が
少
く
な
い
だ
ろ
う
。
　
（
少
く
と
も
私
は
そ
う
で

あ
つ
た
。
も
し
私
が
革
命
を
た
黛
機
械
的
に
理
解
し
て
い
な
い
で
、
眞
實
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
當
時
私
の
と
つ
た
態
度

に
は
重
大
な
相
違
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
）
議
會
政
策
封
直
接
行
動
の
問
題
は
戦
術
上
の
問
題
で
あ
る
が
、
大
衆
蓮
動
の
な
い
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
〉

は
戦
術
上
の
問
題
は
な
か
つ
た
。
當
時
吾
々
は
、
實
戦
と
は
全
然
離
れ
て
革
命
の
理
論
に
つ
い
て
闘
孚
を
行
つ
た
」
と
山
川
均
は
鐙
言
し
、
荒
畑

寒
村
氏
ま
た
「
山
川
君
に
し
て
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
私
な
ど
が
『
よ
り
革
命
的
で
あ
る
、
、
と
に
満
足
す
る
』
多
く
の
青
年
の
、
典
型
的
な
｝
入
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

あ
つ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
あ
る
ま
い
」
と
誰
言
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
當
時
の
雰
園
氣
は
わ
か
る
で
あ
ろ
、
）
。

　
か
よ
う
に
幸
徳
と
い
う
一
個
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
も
つ
カ
に
よ
り
、
議
會
主
義
よ
り
直
接
行
動
主
義
へ
と
枇
禽
思
想
．
蓮
動
が
大
き
く
輻

換
し
て
い
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ま
た
直
接
行
動
に
耳
を
か
た
む
け
さ
せ
る
歌
況
も
備
わ
つ
て
い
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。

（
註
1
）
　
堺
利
彦
「
同
志
諸
君
に
訴
ふ
」
『
光
』
八
號
、
明
治
三
九
年
三
月
一
五
目
、
『
堺
利
彦
全
集
』
第
三
巻
（
中
央
公
論
祉
、
昭
和
八
年
七
月
一
五
日
）
二
三
八

　
頁
（
註
2
）
　
こ
の
「
首
領
難
」
は
さ
ら
に
次
の
己
と
く
つ
づ
い
て
い
る
と
い
う
。

　
　
首
領
に
は
時
に
は
部
下
を
匪
す
る
の
鐵
腕
あ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
部
下
に
媚
ぶ
る
を
知
り
て
其
他
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
首
領
に
あ
ら
ず
。
煽
動
家
な
り
。
さ
れ

　
ど
又
、
飴
り
に
其
の
蓮
動
、
其
の
部
下
を
し
て
個
人
的
色
彩
を
帯
び
し
め
ん
と
し
、
自
己
の
個
人
的
趣
味
に
合
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
も
眞
の
首
領
に
は
あ
ら

　
ず
。
眞
の
首
領
は
全
く
放
任
に
流
れ
ざ
る
も
、
叉
能
く
「
自
然
の
蓮
動
の
行
く
所
ま
で
、
行
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
ま
で
行
か
し
め
る
」
の
大
騰
あ
ら
ざ
る
べ
か

　
ら
ず
。

　
　
　
直
接
行
動
論
の
撞
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
八
二
三
）



直
接
行
動
論
の
擁
頭

五
〇

（
八
二
四
）

　
　
眞
の
首
領
は
放
謄
無
責
任
に
流
れ
ず
、
偏
狭
小
心
に
も
失
せ
ず
、
二
者
の
間
を
程
よ
く
行
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
首
領
た
る
事
又
難
か
ら
ず
や
。

　
　
更
に
又
運
動
の
少
し
く
成
功
す
る
あ
れ
ば
、
其
の
首
領
た
る
人
は
、
之
を
專
ら
自
己
の
功
に
臨
せ
ん
と
す
る
の
弊
に
陥
り
易
し
。
此
の
時
己
惚
れ
生
じ
、
慢
心

　
生
じ
、
途
に
衆
の
排
斥
す
る
所
と
な
る
。
若
し
く
は
勝
手
氣
儘
に
有
ら
ぬ
方
面
に
衆
を
導
か
ん
と
し
て
失
敗
す
る
に
至
る
。

　
　
此
故
に
首
領
た
る
の
人
は
常
に
「
損
は
之
を
身
に
引
受
け
功
は
則
ち
他
人
に
譲
る
」
の
心
懸
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
之
れ
又
仲
々
に
難
事
な
り
。
首
領
た
る

　
事
も
叉
難
か
ら
ず
や
。
（
前
掲
『
剤
逆
星
霜
史
』
一
二
五
ー
一
二
六
頁
）

（
註
3
）
　
幸
徳
は
こ
の
一
丈
で
電
車
事
件
准
革
命
の
前
兆
と
み
て
い
る
黙
で
も
注
意
に
債
し
よ
う
。
次
に
そ
の
つ
づ
き
の
丈
を
掲
げ
て
お
く
。

　
　
「
獄
に
赴
け
る
兄
弟
は
、
猫
ほ
豫
審
の
中
に
在
る
べ
し
。
其
罪
あ
る
と
罪
な
き
と
、
法
に
鰯
る
x
と
鯛
れ
ざ
る
と
、
好
し
警
官
に
一
任
せ
よ
。
法
官
に
一
任
せ

　
よ
。
彼
等
縛
せ
ん
と
欲
せ
ぱ
縛
せ
し
め
よ
。
許
さ
ん
と
欲
せ
ば
許
さ
し
め
よ
。
罰
金
大
に
好
し
、
投
獄
大
に
好
し
。
我
等
は
現
時
の
政
治
、
現
時
の
法
律
に
於
て

　
叉
何
を
か
言
は
ん
。
我
等
は
只
水
耶
線
上
今
や
一
圓
の
黒
雲
ー
革
命
的
黒
雲
が
見
る
く
四
方
に
擁
が
り
行
く
を
認
む
る
の
み
。
拘
引
、
裁
到
、
投
獄
ー
兄

　
弟
の
犠
牲
は
只
此
黒
雲
が
全
宇
宙
を
掩
は
ん
と
す
る
を
報
ぜ
る
一
閃
の
電
光
、
一
陣
の
疾
風
の
み
。
可
憐
、
俗
史
途
に
此
間
の
滑
息
を
知
ら
ず
」
（
「
桑
港
よ
り
」

　
『
光
』
第
一
一
號
、
明
治
三
九
年
四
月
二
〇
日
、
盟
田
庄
兵
衛
編
『
幸
徳
秋
水
の
日
記
と
書
簡
』
一
；
三
i
二
三
三
頁
、
　
一
九
五
四
年
一
一
月
、
未
來
肚
）

（
註
4
）

（
註
5
）

（
註
6
）

（
註
7
）

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
1
0
）

へ
註
1
1
）

前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
一
二
八
頁

幸
徳
「
一
波
萬
波
」
（
『
光
』
第
九
號
、
明
治
三
九
年
三
月
二
〇
日
）

前
揚
『
劃
逆
星
霧
史
』
一
三
〇
頁

右
同
、
一
三
〇
1
＝
一
二
頁

荒
畑
寒
村
『
ひ
と
す
じ
の
道
』
（
慶
友
肚
、
昭
和
二
九
年
九
月
）
一
七
一
頁

堺
利
彦
「
吐
會
窯
大
會
の
決
議
」
前
掲
『
堺
利
彦
全
集
第
三
巻
』
二
七
四
頁

上
條
愛
一
『
勢
働
蓮
動
夜
話
』
（
一
燈
磐
房
、
昭
和
二
五
年
四
月
）
二
二
八
頁
よ
り
引
用

前
掲
『
ひ
と
す
じ
の
道
』
一
七
五
ー
一
七
六
頁

四

　
幸
徳
の
直
接
行
動
論
に
眞
向
う
か
ら
反
封
し
た
の
は
田
添
鐵
二
で
あ
る
。
日
刊
『
季
民
新
聞
』
紙
上
に
二
日
に
わ
た
つ
て
田
添
の
「
議
禽
政
策

論
」
が
展
開
さ
れ
た
の
は
幸
徳
の
「
余
が
思
想
の
憂
化
」
が
襲
表
さ
れ
て
か
ら
十
日
後
で
あ
る
。
田
添
は
ま
た
日
本
肚
禽
窯
第
二
同
大
會
に
お
い



て
も
議
禽
政
策
論
を
主
張
し
て
や
ま
な
か
つ
た
。
い
ま
こ
の
二
つ
の
論
旨
を
綜
合
要
約
す
る
と
次
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詮
1
）

　
A
　
「
肚
禽
主
義
の
運
動
は
、
決
し
て
軍
調
で
な
く
、
一
直
線
で
な
い
」
議
禽
政
策
も
あ
れ
ば
、
直
接
行
動
も
あ
る
が
漱
米
に
あ
つ
て
は
こ
れ

が
総
括
併
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
片
方
だ
け
に
片
寄
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
き
い
た
こ
と
が
な
い
。

　
B
　
直
接
行
動
派
が
議
禽
政
策
を
排
斥
す
る
理
由
と
し
て
、
議
員
と
な
れ
ば
軟
化
腐
敗
す
る
。
ま
た
か
り
に
議
禽
に
多
数
肚
會
窯
議
員
が
進
出

し
て
も
、
最
近
濁
逸
肚
會
窯
の
例
に
見
る
よ
う
に
議
會
解
散
、
憲
法
中
止
の
大
椹
が
椹
力
階
級
に
あ
る
以
上
肚
禽
煎
の
議
會
活
動
は
無
意
味
で
あ

る
と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
同
様
な
こ
と
が
直
接
行
動
論
に
も
言
え
る
。
組
合
委
員
も
軟
化
腐
敗
す
る
場
合
も
あ
り
、
政
椹
兵
樺
す
な
わ
ち
肚
會

の
統
治
椹
が
椹
力
階
級
に
有
る
以
上
い
か
な
る
直
接
行
動
も
無
意
味
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
・
シ
ア
の
革
命
蓮
動
が
、
何
時
も
兵
力
の
躁
躍
に
よ

り
失
敗
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
も
な
り
た
つ
。

　
C
　
今
日
ま
で
杜
會
改
革
に
志
す
人
々
の
往
々
陥
り
易
き
短
所
は
、
肚
會
革
命
が
一
奉
に
な
し
う
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
個
人

の
力
、
團
艦
の
カ
を
紳
の
如
く
過
信
す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
非
科
學
的
思
想
で
あ
り
、
詩
的
想
像
で
あ
り
、
一
個
の
英
雄
主
義
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
道
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
杜
會
主
義
の
理
想
は
、
肚
會
進
化
の
史
的
蓮
命
を
指
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
我
々
は
こ
の
進
化
の
大
潮
流
に
樟
さ
し
て
お
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
運
動
政
策
は
、
こ
の
大
勢
を
利
導
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
に
婦
着
す

る
。
か
く
て
ま
す
ま
す
非
常
な
る
忽
耐
の
必
要
を
自
畳
し
、
眞
に
肚
會
改
革
に
要
す
る
不
退
轄
の
勇
氣
の
必
要
を
感
ず
る
。
我
々
は
永
き
階
級
闘

雫
の
苦
杯
を
歓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
往
く
べ
ぎ
道
は
、
な
る
べ
く
犠
牲
少
く
し
て
数
果
の
大
な
る
所
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
日
本

肚
禽
窯
蓮
動
の
常
道
と
し
て
次
の
方
針
を
と
り
た
い
と
思
う
。

　
　
一
、
季
民
階
級
の
敏
育
…
…
階
級
的
自
畳
の
喚
起

　
　
二
、
李
民
階
級
の
経
濟
的
團
結
運
動

　
　
三
、
李
民
階
級
の
政
治
的
團
結
運
動

　
　
　
直
接
行
動
論
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
八
二
五
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
授
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
八
二
六
）

　
　
四
、
議
會
政
策

　
D
　
と
こ
ろ
で
李
民
階
級
の
階
級
的
自
覧
を
喚
起
し
そ
の
團
結
を
計
る
手
段
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
の
は
議
會
政
策
で
あ
る
。
　
「
議
禽
は
日

本
の
政
治
組
織
の
中
福
で
あ
る
か
ら
、
之
に
向
つ
て
の
蓮
動
は
最
も
有
奴
で
且
つ
勢
働
者
階
級
自
畳
の
正
當
な
る
道
行
で
あ
る
。
私
の
見
る
所
に

依
れ
ば
、
現
肚
會
を
組
織
す
る
椹
力
階
級
、
資
本
家
制
度
の
利
害
の
中
心
黙
は
議
禽
で
あ
る
。
此
の
彼
等
の
利
害
の
中
心
貼
に
向
つ
て
螢
働
團
結

の
勢
力
を
向
け
手
民
自
覧
の
弾
丸
を
批
つ
と
云
ふ
事
は
、
最
も
必
要
に
し
て
且
つ
有
数
な
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
帥
ち
議
禽
政
策
は
螢
働
階
級
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

椹
力
階
級
戦
孚
の
最
も
有
力
な
る
武
器
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
し
か
も
螢
働
者
の
階
級
的
自
畳
を
喚
起
し
、
其
の
團
結
訓
練
を
な
す
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
關
門
を
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
。

　
E
　
議
會
政
策
を
非
と
す
る
論
者
は
、
何
も
僅
力
階
級
に
迫
る
の
に
、
袴
な
ど
着
な
く
と
も
直
接
肉
迫
し
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
物

を
着
る
隙
に
椹
力
者
の
窓
を
破
る
な
り
壁
を
こ
わ
す
な
り
し
て
哨
戚
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
私
も
絶
射
に
そ
れ

を
や
ら
ぬ
と
は
い
わ
ぬ
。
し
か
し
「
袴
を
着
て
談
到
の
出
來
る
所
ま
で
は
談
到
を
や
る
が
善
い
で
は
無
い
か
。
議
會
と
云
ふ
門
を
開
い
て
椹
力
者

が
此
虚
か
ら
談
到
に
お
出
で
く
だ
さ
い
と
云
つ
て
る
の
に
、
態
々
其
の
舞
嘉
を
引
つ
込
ん
で
裏
へ
廻
つ
て
壁
を
破
つ
た
り
窓
を
打
た
ず
と
も
可
い

で
は
無
い
か
。
私
は
行
か
れ
る
所
ま
で
袴
を
着
て
行
く
、
背
後
に
は
幾
百
萬
幾
千
萬
の
人
民
が
手
ぐ
す
ね
引
い
て
控
へ
て
居
る
。
正
面
に
立
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

談
到
に
行
く
の
が
ど
う
し
て
も
順
序
で
あ
る
と
思
ふ
」
し
か
し
談
到
が
破
裂
し
た
場
合
に
は
も
ち
ろ
ん
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
か
ら
先
の
こ
と
は
私

は
今
な
ん
に
も
い
わ
ぬ
。

　
以
上
が
田
添
の
議
會
政
策
論
の
要
旨
で
あ
る
。
今
日
こ
の
論
に
封
し
て
山
川
均
は
「
少
く
と
も
わ
が
國
で
は
、
そ
れ
か
ら
四
十
年
後
の
今
日
、

勢
働
階
級
は
議
會
政
策
放
棄
の
決
議
を
朗
護
す
る
か
わ
り
に
、
－
…
は
じ
め
て
議
會
が
『
政
治
組
織
の
中
樋
』
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
上
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

て
、
議
會
行
動
の
重
要
性
を
み
と
め
て
來
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
過
去
の
誤
り
を
認
め
、
田
添
の
正
し
か
つ
た
こ
と
を
承
認
し
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
田
添
の
立
場
は
今
日
改
め
て
評
慣
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ね
も
の
を
も
つ
て
い
よ
う
。



　
し
か
し
な
が
ら
當
時
に
あ
つ
て
は
こ
の
田
添
案
は
わ
ず
か
二
票
の
支
持
を
得
た
だ
げ
で
あ
つ
た
。
荒
畑
氏
も
山
川
と
同
様
、
よ
り
革
命
的
で
あ

る
こ
と
に
満
足
す
る
青
年
の
典
型
的
な
一
人
で
あ
つ
た
が
、
今
日
で
は
幸
徳
の
直
接
行
動
論
は
「
そ
の
革
命
的
な
意
氣
と
熱
情
と
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

ず
、
蝕
り
に
観
念
的
に
失
し
た
意
見
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
較
べ
た
ら
、
田
添
氏
の
方
が
ど
ん
な
に
實
際
的
で
時
宜
に
適
し
て
い
た
か
知
れ
な
い
」

と
評
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
か
よ
う
に
實
際
的
で
時
宜
に
適
し
た
田
添
の
議
禽
政
策
論
が
、
幸
徳
の
直
接
行
動
論
に
と
つ
て
か
わ
ら
れ
た
一
つ
の
原
因
が
幸
徳
秋
水

と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
つ
た
こ
と
は
前
節
で
蓮
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
直
接
行
動
論
も
た
だ
幸
徳
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
よ

つ
て
の
み
蕪
員
の
間
に
浸
透
し
て
い
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
直
接
行
動
論
を
受
け
い
れ
さ
せ
る
よ
う
な
歌
況
も
な
か
つ
た
と
は
い
え
な

い
。
本
節
で
は
そ
の
歌
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
學
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
の
牡
會
主
義
者
が
手
本
と
し
て
き
た
獅
逸
肚
會
黛
に
た
い
す
る
絶
望
で
あ
る
。
　
「
マ
ル
ク

ス
の
國
た
り
、
ラ
サ
ー
ル
の
國
た
る
獅
逸
が
、
普
通
選
墾
の
下
に
初
め
て
選
出
し
た
同
志
は
僅
か
に
二
人
で
あ
つ
た
。
爾
來
八
十
一
人
ま
で
漕
ぎ

つ
け
る
の
に
實
に
三
十
飴
年
の
日
月
を
費
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
三
十
年
鯨
の
難
戦
苦
闘
の
結
果
が
僅
か
に
一
片
の
解
散
詔
勅
の
爲
め
に
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

飛
ば
さ
れ
て
何
等
の
抵
抗
も
出
來
ぬ
と
い
ふ
に
至
つ
て
は
、
投
票
の
多
歎
て
ふ
者
は
如
何
に
果
敢
な
い
も
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
猫
逸
肚
禽
窯

の
歌
態
は
た
し
か
に
、
こ
れ
を
模
範
と
し
て
い
た
者
を
失
望
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
凋
逸
肚
禽
窯
に
封
し
て
、
他
方
ア
メ
リ
カ
の
ー
・
W
・
W
や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
の
杜
會
主
義
蓮
動
お
よ
び
猫
逸
杜
會
黛
内
の
新

し
い
動
き
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
採
用
と
い
う
傾
向
が
日
本
の
肚
會
主
義
者
に
よ
つ
て
關
心
を
よ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
普
通
選
墾
を
も
つ
て
肚
禽
主
義
者
の
唯
一
の
手
段
と
し
て
い
た
者
に
と
つ
て
「
最
近
に
至
り
猫
逸
、
佛
蘭
西
の
肚
禽
主
義
者
間
に
『
非
議
禽
政

策
』
の
聲
高
く
、
勢
働
者
の
直
接
行
動
、
則
ち
総
同
盟
罷
工
を
以
て
、
其
政
策
と
せ
ん
と
主
張
す
る
も
の
あ
る
に
至
れ
り
。
現
に
ベ
ー
ベ
ル
の
如

き
も
一
九
〇
三
年
九
月
ヱ
ナ
に
開
か
れ
た
る
狸
逸
肚
會
窯
大
禽
に
於
て
、
政
治
的
総
同
盟
罷
工
を
探
用
す
べ
き
旨
の
決
議
案
を
提
出
し
、
鐵
化
の

　
　
　
直
接
行
動
論
の
蓬
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
八
二
七
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
掻
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
八
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

如
き
大
雄
辮
を
揮
つ
て
、
全
世
界
の
紳
士
閥
を
震
駿
せ
し
め
た
り
」
と
い
う
解
論
や
、
ま
た
「
近
頃
に
至
り
、
臥
洲
肚
會
窯
の
間
に
非
議
禽
政
策

の
聲
高
ま
る
に
至
り
し
は
、
彼
等
が
徒
ら
に
政
蕪
者
流
の
虚
榮
に
陥
り
、
形
式
に
泥
み
て
、
或
は
議
員
の
多
歎
を
誇
り
、
或
は
投
票
の
多
籔
を
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

ひ
て
、
漸
く
事
實
問
題
に
遠
か
ら
ん
と
す
る
の
傾
向
に
封
す
る
一
種
の
反
動
と
も
見
る
べ
し
」
と
い
う
紹
介
を
見
て
は
、
ま
さ
し
く
世
界
革
命
運

動
の
潮
流
と
し
て
直
接
行
動
論
を
う
け
と
る
の
も
當
然
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
は
一
九
〇
五
年
の
・
シ
ア
革
命
が
墾
げ
ら
れ
る
。
幸
徳
は
、
・
シ
ア
國
民
の
西
欧
に
比
し
て
は
る
か
に
無
智
貧
乏
に
し
て

自
由
な
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
最
弧
の
専
制
政
府
を
し
て
策
の
出
ず
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
め
な
い
歌
態
に
お
と
し
い
れ
た
の
は
、
實
に
ゼ
ネ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

ス
ト
を
利
用
し
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
と
論
じ
た
。
ま
た
こ
の
ロ
シ
ア
革
命
を
み
て
堺
も
こ
れ
ま
で
の
議
會
主
義
に
つ
い
て
よ
う
や
く
そ
の
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

を
攣
じ
る
よ
う
に
な
つ
た
と
誰
言
し
て
お
り
、
白
柳
秀
湖
も
直
接
行
動
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
・
シ
ア
の
革
命
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
わ
が

國
に
直
接
行
動
論
が
擁
頭
し
て
く
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
一
九
〇
五
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
衝
撃
は
無
覗
で
き
な
い
。

　
以
上
は
激
洲
肚
會
窯
の
動
向
と
一
九
〇
五
年
の
ロ
シ
ア
革
命
と
い
う
事
件
が
わ
が
國
の
肚
會
運
動
・
思
想
に
あ
た
え
た
衝
撃
と
し
て
無
覗
で
き

な
い
黙
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
國
際
的
な
動
向
・
事
件
と
と
も
に
わ
が
國
内
の
新
た
な
る
歌
況
も
直
接
行
動
論
を
擾
頭
さ
せ
る
有
力
な
要
因
と
な

つ
た
。

　
國
内
の
新
た
な
る
状
況
と
は
、
明
治
三
八
年
九
月
の
講
和
條
約
反
封
の
日
比
谷
の
焼
打
事
件
、
同
三
九
年
三
月
の
祉
會
蕪
が
指
導
し
た
電
車
賃

値
上
反
封
の
市
民
大
會
、
同
四
〇
年
二
月
の
足
尾
銅
山
の
大
騒
擾
と
い
う
あ
い
つ
づ
く
暴
動
事
件
の
嚢
生
で
あ
る
。

　
ま
ず
日
比
谷
の
嶢
打
事
件
に
つ
い
て
は
堺
が
「
日
本
國
内
の
形
勢
を
察
す
る
に
、
議
會
は
在
れ
ど
も
無
き
が
如
く
、
其
の
腐
敗
璽
落
、
其
の
無

能
無
力
、
誰
し
も
愛
憎
を
つ
か
さ
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
有
様
で
あ
る
。
此
時
に
當
つ
て
一
昨
年
九
月
五
日
東
京
市
大
騒
擾
の
事
攣
が
起
つ
た
。
我
々

の
観
察
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
あ
れ
は
入
民
の
間
に
欝
積
せ
る
不
耶
怨
恨
が
、
正
嘗
な
る
噴
火
の
口
を
得
ず
し
て
、
途
に
一
時
に
爆
穫
し
た
も
の
で

あ
る
と
思
ふ
。
勿
論
我
々
が
、
あ
の
様
な
暴
動
を
奨
働
す
る
謹
も
な
く
、
あ
の
様
な
暴
動
を
計
豊
す
る
筈
も
な
い
が
、
然
し
議
禽
が
ど
う
し
て
も



十
分
頼
み
に
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
他
に
何
等
か
の
方
法
手
段
を
以
て
或
種
の
噴
火
口
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
そ
こ
で
議
禽
以
外
に
於
て
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

等
か
人
民
の
直
接
蓮
動
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
叉
や
り
得
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
に
至
つ
た
」
と
し
て
直
接
行
動
支
持
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

　
電
車
賃
値
上
反
封
の
騒
擾
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
つ
た
幸
徳
が
革
命
の
前
兆
と
し
て
う
け
と
り
故
國
の
同
志
に
向
い
山
口
同
い
調
子
で
呼
び
か

け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
足
り
よ
う
。

　
足
尾
銅
山
の
暴
動
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「
時
宛
も
赴
會
黙
第
二
同
大
禽
の
直
前
で
あ
つ
た
の
で
、
幸
徳
の
直
接
行
動
論
に
大
な
る
拍
車
を
掛

け
た
観
が
あ
つ
た
。
事
件
起
る
と
聞
く
や
幸
徳
は
昂
奮
の
齢
り
自
ら
を
制
止
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
杜
の
入
口
を
出
た
り
入
つ
た
り
し
て
、
如
何

に
も
感
に
堪
へ
ざ
る
面
持
ち
で
あ
る
の
を
見
受
け
た
。
果
し
て
彼
は
第
二
同
杜
會
窯
大
禽
に
於
て
足
尾
螢
働
者
の
果
敢
な
る
行
動
を
引
用
し
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
許
13
）

つ
×
x
し
て
、
彼
の
持
論
を
弧
く
難
衆
の
臆
裏
に
烙
き
つ
け
た
」
の
で
あ
る
。
杜
會
裳
第
二
同
大
禽
に
お
い
て
足
尾
の
暴
動
を
引
用
し
て
聴
衆
に

直
接
行
動
の
持
論
を
張
烈
に
印
象
づ
け
た
と
い
う
そ
の
言
論
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
田
中
正
造
翁
は
最
も
尊
敬
す
べ
き
人
格
で
あ
る
。
今
後
十
歎
年
の
後
と
錐
も
斯
の
如
き
人
を
議
員
に
得
る
の
は
六
ケ
敷
と
思
ふ
。
然
る
に
此

　
田
中
正
造
翁
が
廿
年
間
議
禽
に
於
て
叫
だ
結
果
は
、
何
れ
丈
の
反
響
が
あ
つ
た
か
。
諸
君
、
あ
の
古
河
の
足
尾
銅
山
に
指
一
本
さ
す
こ
と
が
出

　
來
な
か
つ
た
で
は
な
い
か
。
然
し
て
足
尾
の
螢
働
者
は
三
日
間
に
あ
れ
丈
の
こ
と
を
や
つ
た
、
の
み
な
ら
ず
一
般
の
椹
力
階
級
を
戦
傑
せ
し
め

　
た
で
は
な
い
か
。
　
（
拍
手
）
暴
動
は
悪
い
、
然
し
な
が
ら
議
會
廿
年
の
聲
よ
り
も
三
日
間
の
蓮
動
に
奴
力
の
あ
つ
た
こ
と
丈
は
認
め
な
け
れ
ば

　
　
（
註
H
）

　
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
足
尾
銅
山
の
騒
動
は
、
賃
銀
値
上
問
題
を
契
機
に
し
て
二
一
〇
〇
名
の
鑛
夫
が
暴
動
を
お
こ
し
、
軍
隊
の
出
動
に
よ
つ
て
よ
う
や
く
鎭
堅

さ
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
件
が
他
の
日
比
谷
焼
打
事
件
、
電
車
賃
値
上
反
封
市
民
大
會
な
ど
と
い
う
事
件
と
相
侯
つ
て
直
接
行
動
論

の
擾
頭
を
助
げ
た
こ
と
は
疑
う
絵
地
が
な
い
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
多
く
の
批
到
さ
る
べ
き
内
容
を
も
つ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
後
に
開

か
れ
た
杜
禽
窯
第
二
同
大
禽
に
つ
い
て
山
川
が
今
日
迄
杜
會
主
義
は
、
少
数
な
る
知
識
階
級
の
手
に
育
つ
て
來
た
、
し
か
し
こ
の
肚
禽
主
義
を
勢

　
　
　
直
接
行
動
論
の
撞
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
八
二
九
）



直
接
行
動
論
の
擾
頭

五
六

（
八
三
〇
）

働
者
自
身
の
手
に
受
取
る
可
き
時
が
今
や
來
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
義
づ
け
を
行
つ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
議
禽
政
策
論
を
す

て
、
直
接
行
動
論
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
つ
た
者
は
観
念
の
上
で
は
恐
ら
く
議
禽
外
の
大
衆
行
動
の
中
に
、
よ
り
革
命
的
な
も
の
が
あ
る
の
を
感

じ
て
満
足
し
た
こ
と
で
あ
ろ
、
）
。

（
詫
1
）
　
田
添
「
議
會
政
策
論
」
日
刊
『
耶
民
新
聞
』
第
二
四
號
、
明
治
四
〇
年
二
月
一
四
日

（
註
2
）
「
田
添
鐵
二
氏
の
演
説
要
領
」
日
刊
『
李
民
新
聞
』
第
二
八
號
、
明
治
四
〇
年
二
月
一
九
日

（
註
3
）
　
右
同

（
註
4
）
　
山
川
均
『
あ
る
凡
人
の
記
録
』
（
朝
日
新
聞
肚
、
昭
和
二
六
年
四
月
）
　
三
六
五
頁

　
　
こ
の
時
の
田
添
の
態
度
に
つ
い
て
、
山
川
は
次
の
ご
と
く
評
し
て
い
る
。

　
　
「
（
そ
の
頃
）
青
年
分
子
は
、
多
く
は
直
接
行
動
派
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
青
年
は
い
つ
で
も
力
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
直
接
行
動
論
が
座
倒
的
に
つ
よ
か
つ
た
。
蕪

　
内
の
こ
う
い
う
室
氣
の
な
か
で
は
、
議
會
政
策
論
を
主
張
す
る
た
め
に
は
少
く
と
も
直
接
行
動
論
を
と
な
え
る
ば
あ
い
以
上
の
、
確
信
と
勇
氣
と
を
必
要
と
し

　
た
。
あ
の
＋
七
日
の
大
會
の
室
氣
の
な
か
で
、
た
だ
一
人
…
…
議
會
政
策
論
の
た
め
に
闘
つ
た
田
添
の
態
度
に
た
い
し
て
、
私
は
い
ま
も
箪
敬
を
梯
つ
て
い
る
」

　
（
三
五
九
頁
）

（
註
5
）
　
前
娼
『
ひ
と
す
じ
の
道
』
一
七
六
頁

（
註
6
）
　
前
掲
「
余
が
思
想
の
憂
化
」
『
亭
民
主
義
』
六
頁
・

（
詫
7
）
　
白
柳
秀
湖
「
直
接
行
動
の
意
義
」
日
刊
『
李
民
新
聞
』
第
五
六
號
、
明
治
四
〇
年
三
月
二
三
日
、
大
杉
榮
も
同
じ
頃
「
隊
洲
肚
會
鷺
運
動
の
大
勢
」
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
チ
こ
リ
タ
リ
ズ
ム
　
　
　
シ
ン
ヂ
カ
リ
ォ
ム

　
い
て
、
　
「
近
時
、
厭
洲
に
肚
會
震
浬
動
の
最
も
重
大
な
る
問
題
は
、
部
ち
こ
の
非
軍
備
主
義
と
螢
働
組
合
主
義
と
の
二
つ
な
る
事
を
断
ず
る
を
得
る
也
」
ハ
前
揚

　
『
大
杉
榮
遺
稿
』
九
二
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
10
）

（
註
1
1
）

（
註
12
）

（
註
1
3
）

白
柳
秀
湖
「
総
同
盟
罷
工
の
倫
理
」
日
刊
『
卒
民
新
聞
』
第
五
七
號
、

前
掲
「
世
界
革
命
蓮
動
の
潮
流
」
『
卒
民
主
義
』
五
一
頁

前
掲
「
肚
合
日
蕪
運
動
の
方
針
」

前
掲
「
直
接
行
動
の
意
義
」

前
掲
「
肚
禽
窯
運
動
の
方
針
」

前
掲
『
荊
逆
星
霜
史
』
一
五
二
頁

明
治
四
〇
年
三
月
二
四
日



（
註
14
）
　
前
掲
「
幸
徳
秋
水
氏
の
演
論
」

五

　
と
こ
ろ
で
こ
の
頃
の
直
接
行
動
論
に
つ
い
て
「
冷
嚴
な
る
現
實
を
確
認
し
、
螢
働
者
の
本
能
的
反
逆
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
結
合
し
、
嘗
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

日
本
で
は
そ
う
で
し
か
新
肚
會
を
創
出
で
き
ぬ
暴
力
革
命
を
準
備
し
て
行
く
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
評
す
る
者
も
い
る
が
、
こ
、
）
い
う
見
方
は
幸
徳

一
、
派
を
ひ
い
き
に
す
る
評
者
の
う
ち
で
も
ご
く
ま
れ
に
し
か
存
在
し
な
い
意
見
で
あ
る
。

　
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
れ
ば
明
日
に
で
も
革
命
が
な
る
よ
う
に
直
接
行
動
論
者
は
い
つ
た
が
、
こ
れ
を
行
う
勢
働
者
階
級
の
組
織
は
皆

無
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
も
よ
く
、
ま
た
杜
禽
主
義
者
は
螢
働
者
階
級
に
接
隅
し
よ
う
と
す
ら
努
力
し
て
い
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
直
接
行
動
論
は

は
な
は
だ
観
念
的
で
、
主
艦
的
行
動
的
に
革
命
を
指
向
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
こ
う
し
た
一
握
り
の
急
進
派
の
言
動
は
や
が
て
自

ら
を
葬
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
日
本
肚
會
窯
ハ
安
寧
秩
序
二
妨
害
ア
リ
ト
認
ム
ル
ヲ
以
テ
治
安
警
察
法
第
八
條
第
二
項
ニ
ョ
リ
其
結
杜
ヲ

禁
止
ス
ル
旨
内
務
大
臣
ヨ
リ
達
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
い
う
日
本
祉
會
窯
結
肚
禁
止
の
達
し
が
あ
つ
た
。

　
日
本
杜
會
窯
の
結
肚
を
許
可
し
た
西
園
寺
公
望
内
閣
は
「
杜
會
主
義
も
世
界
の
一
大
風
潮
で
あ
つ
て
、
濫
り
に
警
察
力
を
以
て
之
を
弾
堅
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

り
剋
殺
す
る
の
は
宜
し
く
無
い
。
そ
の
穏
健
な
る
も
の
は
之
を
善
導
し
て
國
家
の
進
歩
に
貢
獄
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
肚
禽
主
義
に
甥
す

る
進
歩
的
政
策
を
と
つ
た
。
か
か
る
西
園
寺
内
閣
の
自
由
主
義
的
政
策
は
、
肚
禽
主
義
者
に
と
つ
て
は
ま
つ
た
く
暗
黒
な
夜
が
退
い
た
も
同
様
な

感
じ
で
あ
つ
た
。
肚
禽
主
義
者
た
ち
は
辛
う
じ
て
作
ら
れ
た
日
本
肚
禽
蕪
を
も
つ
と
尊
重
し
て
よ
い
筈
で
あ
つ
た
。
し
か
し
彼
等
は
結
杜
禁
止
の

手
が
や
が
て
お
よ
ん
で
く
る
こ
と
を
十
分
に
豫
期
出
來
な
が
ら
自
ら
の
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に
急
で
あ
つ
た
。

　
「
幸
徳
の
帰
國
以
來
、
政
府
の
方
針
が
急
力
ー
ブ
を
描
い
て
來
て
居
る
事
實
は
何
人
の
目
に
も
明
か
で
あ
つ
た
し
、
肚
禽
煎
大
會
の
険
悪
な
室
氣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

な
ど
か
ら
推
測
し
て
、
禁
止
は
無
論
免
か
れ
難
き
事
と
し
か
思
へ
な
ん
だ
」
し
た
が
つ
て
「
肚
禽
窯
禁
止
の
達
し
も
、
窯
員
達
に
は
何
等
意
外
の

　
　
　
直
接
行
動
論
の
擁
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
八
三
一
）



　
　
　
直
接
行
動
論
の
撮
彊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
入
　
　
　
（
八
三
二
）

　
　
　
　
　
（
譜
4
）

感
を
與
へ
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。
自
分
の
手
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
結
果
に
お
わ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
よ
り
革
命
的
で
あ
る
こ
と
に
満
足

す
る
た
め
に
、
威
勢
の
よ
い
直
接
行
動
論
を
と
ぎ
す
ま
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
現
實
か
ら
は
な
れ
た
抽
象
論
議
は
、
は
て
し
な
く
つ
づ
け

ら
れ
、
同
志
は
分
裂
に
分
裂
を
つ
づ
け
て
、
や
が
て
ま
つ
た
く
息
の
根
を
と
め
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

（
詫
1
）

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

西
田
勝
編
『
大
杉
榮
論
丈
集
』
（
青
木
丈
庫
、

前
掲
『
鋼
逆
星
霜
史
』
八
五
頁

右
同
、
一
六
二
頁

右
同

一
九
五
五
年
四
月
）
三
工
ハ
頁


